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芽
、
一
毛
申
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一

引
一

ふ
る
さ
と
納
税
で
、
都
道
府

川
一
県
内
の
全
自
治
体
が
同
じ
名
物

年
一
を
返
礼
品
と
し
て
扱
え
る
「
共

和
一
通
返
札
口
問
制
度
の
活
用
か
全

均
一
国
で
広
が
っ
て
い
る
。
特
産
品

洋
一
が
乏
し
い
自
治
体
も
寄
付
を
集

乞
一
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
寄
付
額

。
一
の
格
差
解
消
や
地
場
産
品
の
消

J
一
費
拡
大
を
目
的
に
福
岡
県
な
ど

一
回
府
県
が
導
入
。
道
内
で
は
根

一
室
市
が
、
中
国
の
輸
入
停
止
で

一
影
響
を
受
け
る
ホ
タ
テ
を
共
通

一
返
礼
品
に
し
て
生
援
者
を
支
え

一
ょ
う
と
提
言
し
た
が
、
道
は
慎

一
意
姿
勢
だ
。

版
一

国
は
競
争
過
軌
を
抑
え
る
た

同
一
め、

2
0
1
9年
に
返
礼
品
を

一
各
市
町
村
で
生
産
加
工
さ
れ
た

1
一
地
場
産
品
に
限
定
。
た
だ
し
積

一
岡
県
の
辛
子
め
ん
た
い
こ
や
高

+ 

返
礼
品
に

一一wF
一

一一一唱し
鳥取県が共通返礼品としてい
る松葉ガニ=鳥取県提供

福岡県の共通返礼品で多く
の寄付を集める辛子めんた
いと=福岡市提供

:閥県 i告J、ノ1)、ミカンなど

熊*Y院 1あか牛、馬肉など4品目

ふるさと納税自治体格差解消ヘ

知
県
の
カ
ツ
オ
の
よ
う
に
複
数

の
市
町
村
で
名
物
と
し
て
通
用

し
て
い
る
産
品
が
あ
る
場
合
、

都
道
府
県
が
認
{
主
9
れ
ば
そ
の

都
道
府
県
内
の
一
部
か
全
部
の

市
町
村
で
返
礼
品
に
で
き
る
共

通
返
礼
品
制
度
を
創
設
し
た
。

9
割
占
め
る
町
も

背
景
に
は
、
海
建
物
や
肉
、

コ
メ
と
い
っ
た
人
質
返
礼
品
の

産
地
や
加
工
場
の
立
地
自
治
体

に
寄
付
が
集
中
す
る
状
況
が
あ

る
。
道
内
で
も
幻
年
度
に
ホ
タ

テ
の
返
礼
品
な
ど
で
最
も
多
い

寄
付
を
集
め
た
紋
別
市

(
1
9

4
億
円
)
と
、
最
も
少
な
い
後

志
管
内
島
牧
村
(
2
1
8万
円
)

の
差
は
約
9
千
倍
に
よ
る
。

現
在
、
共
通
返
礼
品
を
認
定

し
て
い
る
日
府
県
の
う
ち
福
間

県
は

λ

制
度
創
設
当
初
の
凶
年

度
か
ら
、
辛
子
め
ん
た
い
こ
や

も
つ
鍋
な
ど
口
品
目
を
共
通
返

礼
品
に
認
定
し
、
格
差
の
縮
小

に
取
り
組
む
。

県
内
で
寄
付
額
が
最
少
の
吉

富
町
は
退
礼
品
4
0
0品
の
う

ち
3
8
0品
目
を
共
通
返
礼
品

で
賄
う
。
辺
年
度
の
寄
付
額
3

8
0
0万
円
の
9
割
が
共
通
返

礼
品
に
よ
る
も
の
で
、
県
ト
ッ

プ
の
飯
援
巾

(卯
億
円
)
と
の

差
は
約
2
3
0倍
。
日
年
度
に

最
大
約
8
9
0倍
あ
っ
た
県
内

格
慈
は
大
き
く
縮
小
し
た
。

古
口
世
田
町
来
来
ま
ち
づ
く
り
課

の
太
田
恵
介
係
長
は
「
人
口
6

千
人
で
大
き
な
加
工
場
は
な
く

町
単
独
で
は
返
礼
品
を
用
意
で

き
な
い
。
共
通
返
礼
品
の
お
か

げ
で
寄
付
が
集
ま
り
、
本
年
度

か
ら
小
学
校
の
給
食
無
償
化
が

導
入
間
府
県
道
は
慎
重

実
現
で
き
た
」
と
話
す
。

ホ
タ
テ
活
用
提
言

道
内
で
は
、
中
国
の
措
霞
で

影
響
を
受
け
る
オ
ホ
ー
ツ
ク
海

産
な
ど
の
ホ
タ
テ
の
消
費
拡
大

に
つ
な
げ
よ
う
と
、
根
室
市
の

五
坦
雅
敏
市
一
長
が
9
月
、
未
加

工
ホ
タ
テ
を
期
間
限
定
で
共
通

返
礼
品
に
す
る
と
の
提
言
書
を

鈴
木
直
道
知
事
に
提
出
し
た
。

た
だ
道
は
、
市
町
村
へ
の
聞

き
取
り
の
結
果
、
生
貝
の
品
質

管
理
に
懸
念
を
示
す
自
治
体
が

あ
っ
た
な
ど
の
理
由
で
導
入
に

消
極
的
。
寄
付
額
の
少
な
い
自

治
体
を
中
心
に
、
扱
い
や
す
い

冷
凍
ホ
タ
テ
貝
柱
を
共
通
返
礼

品
に
す
る
よ
う
求
め
る
声
も
あ

る
が
「
ホ
タ
テ
を
返
礼
品
と
し

て
い
る
自
治
体
の
反
発
が
予
想

さ
れ
る
」
(
道
官
民
連
携
推
進

局
)
と
難
色
を
示
す
。

道
は
共
通
返
礼
品
の
代
わ
り


